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通 俗 防 轟 科 挙

南 京 盛
新 駆 除 剤

､ 武 居 三 ･薯

"歯芽線描散剤の科掛 l勺研究 "と云ふ様な研究題目は何だか大袈裟過ぎて､如何に料革の時

勢でも人を食った問題ぢやないか｡多寡が南京轟位仏の事に､料軌的研究七札 封櫓に引き出

される科挙が泣く事であらう､位弘に考へる科挙洩輩者が多い事と息ふ｡イ削 ノ､料単離 巧題の

如何に関係放く､･兎に角､新し小事なら何んでも革んで追及するのを騰塵しなvloそして適法

の経験の上に細事蜜を打ち建てて行 くのを使命と心得て居るのである｡

"人生と南京虫 ''とか "戦争と南京盛 "とか云ふ事になると､多少範囲が縮少されて問題

になる｡少し大きな時勢的の表現にすれば "東盛新秩序と南京盛 " と云ふても∴つの考へて

も良い研究問題である｡ '

吾人の日々の生活に,嘱 ･蚊 ･蚤･ダニ･南京親各 の々新謂家庭零点が随分大きな如鹿壷して､

生活能率を低下させて居る事は周知の通 りであ り､此等が敢骨衛生上か らは惑疫の妹介者とな

る薦めに其の貼除には,あらゆる手段方旗が講ぜ られて居るo其れにも拘 らず.此等啓盈娃決

して絶滅すき魔か.年 増々殖 して､その暴威を振って居る｡尊に我が閥帆 除盛菊が津川に坐

産されるので､此れを蚊取線香や石油噴霧剤に加工利用しで蚊や蝿の襲撃株女摘 ､的ではあるが

防いで居るO併し､蚤やダ-､特に南京鹿に至って杜､相恩被零は多い様であるが∴牛迄に簡′

箪有効な駆除綾が無い薦めと,飴 り自慢にもならないので,誰 もが斬って我慢して居る場倉が

多vl棟である1)此の笹､･吾人の寝込みを堪って安眠を妨寄する鼻が､吾人め生活能率に影響す

る魔は害 し想像に絶するものがある棟であるO殊に新来蕊建設の第一級にある勇士が発熱の∴

臼の疲弊を癒す薦めに就寝するや.一一番 に押 し寄せて衆で､文字通 り生血を吸ひ取 り､睡眠を

邪魔する此等の膏島の事を思ふと銃後に在って安楽桐 取る我が身が､誠に勿鰭無い･と息はれる

と同時に､何とかして.此の寄轟を防除する方綾は無V,だ ら5かと風ふ事舶 台経であるO女銃

後に在っても､鷹巣戦士の安眠妨樽の薦め隼生産能率を低下させ卵 口き､数字忙こそ現 株され

て居ないが､非常に大き孜ものであるO斯 く考-て見ると `̀南京薗駆除剤の科挙的研究 " ち
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決して小さな間願でなく今日の間腰として,直棲戦争や産業に深い関係のある重要研究問題で

あると▲云っても良いと恩ふ｡

今日の戦争は立髄的になったが,融の壮鼎は骨か ら立骨鋸勺で､竣を有つ剤皮や堀の基軍と､

庇だけで這って来る南京轟や,ダニの随軍とで人薪を塾ふのである｡従って其の防除法は､自

ら二つになるべきであるO勿論.此等の晶匪も_,塞源的に根底か ら絶滅する事が出来れば何より

であるo例-ば,下水施設や塩焼除去等の完備した文化都市では蚊の紫埴すべき停滞下水が轟

くも､堀の育成される轟填,汚物 も見常 らぬので､此等の尊慮は棲息し得ないO縦令､周囲の郊

外地から蛋醸して来るにしても､吸等の航択力は左様大きくないので中心部には及び得なvlo

叉､南京虫やダニの類でも文化建築の壊閉可能の住宅ならば慮る可き轟瓦斯を以{1れば威鼻,

勃畠は愚か､桶や卵藍でも,角か ら隅まで絶滅し得る(､従来の我閥の家屋で此の方法の出来る

のは土蔵であって､土蔵の申なら寄島の根本的絶滅は極めて容易である(,貯蔵米穀の防轟には

資際に日本式土蔵が極めて良い戚蔵を轟げて居る｡

燃し､日本の普通の住宅は､極めて通風良 く建てられて居 り､天井 ･盈 ･床下などは替歳の

棲息 .繁殖には理想的にH凍 て居るcl文一塵取地の事を息へぼ野外同様であり,春物の散を前

忙しては寄島の事など考へて居 られぬので､蚊･堀の姦軍にLろ､南京虫 ･ダニ･サソリの軽･

重散華革にしろ忍ぶ債に襲って来る事が憩象されるLl此の棟に盛匪を塞源的に絶滅的来ない,

云はば無防備都市で虻､tLr.て氷る奴を-ViCづつ殺すか.迫つ沸ふより外に方法は無いG蚊に抵

疲取線香の健を上げ,蘭 には液剤を噴潜すると云った棟に兎に角,阻塞東城や高射砲で其の場､

其の場の防除をする課であるo鷹が閤紳 潤 して姿を見せずに､吾人の寝込みを関って来る筒

涼感 ･ダェ ･蚤の類は姦軍に封する戦没では,こた-ない｡経って､J{1)ケードヤ戦車壕に依る

か､或は地帯を敷設して待つ事になる｡即ち.飛ばずに蓬ふ轟離虹は通路に然る可き粉末剤を

撒布して出て来た奴が.自ら其の中に這入って自殺すると云ふ戦汝を講すべきであるC.

此の棟に革に家庭寄恵と云っても､其の性質に依って､防除法は自ら別になるのが雷魚であ

り,浪費である｡硬最剤でさへあれば,何ん敦盛でも同じ様に醍除出来ると考-たのは骨の戦

法で:今日の免匪ほ､そんな簡単私 生硬しいものでは無いo

滞京免の駆除津として今日-股に日本家屋に用払られ七居る主な方激を列拳して見るo

I､捕獲鰭に依る機械的駆除法0

2.過熱蒸東成払は,過熱重来に解る熟寮駆除法C

3,各笹醗鼻液の撒布に依る駆除漁(,
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-4､･各棒摂魚粉の撒布に依る鰐除浜O

此等の方法を少しく検討して見る必要があるO

第-の捕獲誰を用払て滞京轟を梢へる方法は､取軍 に封する取軍壕と同様であるが､劫の通

過して乗る場所が極めて廉く､四方八方から襲撃を受ける事になるので､その金閣に器具を好

意するのが困難な馬めに数奥が畢げ難vlo

第二の熱剰湛除法は積極的の討伐ではあるが智東の鹿息場野郎的なく捜し常七る事が極めて

難事で･恐 らく不可能事と云っても良しであらうC,棲息場r)-Tが知れて其塵に動素を浸入しても,

果して本常の鼻の本部造到達するか香かが間顎になる｡叉任宅の場所や物によっては､熱乗注

入の馬めに破税の恐れのあるものも少 くないO此の棟に考-て祈ると熱気使用には可成 りわ無

理が生じて､つい徹底的に換作し兼ねる榛になって乗るO少しでも残匹が鋸Lば､彼等は寓ち

に繁殖するので被菅は終-漁vlo

第三の液状殺轟剤は直凝鼻髄に鯛れれば-篭で参って仕舞ふ｡併し､南京免やダニの出て奔

るのは闇を利用しての事で轟髄を見出すのが並 の々事でない(〕革に唾:L.臥場所と思はれる間隙や

通路に撒布しても､その場に居 らなければ轟照に童鯛しなtJ,ので轟は死なす､液が乾削ま少しJ

は奥寮位払凍っても､南京轟は支部で "奥義 " と云搾れる位LCAで臭素には平寮で其の上庭憩

って乗るo躍って轡東涯は極めて数鼎が薄いO

最後に.頭るは､粉末穀轟剤で､此の物の数某は棲息場所の出入口や通路と恩姓れる箇所に

然る可く撒布して置けば､其の通過q)都度,自ら虫酸に附着して自身中幕する以外に,巣に貯

- り群棲する同族にも分撤して申毒させる可能性さへもある｡凝 って相常強力な深慮粉でぎ人

あれば､他の何れの方箆よりも簡単有数な方汝であるO近来南京虫駆除剤として津山漁粉末剤

が市販されて来たのは､長い経験か らではあるが.理由のある事である｡只､粉釆綬虫剤は､

位鹿に際して､塊が立ち鼻や喉を刺戟する事もあ り､此の断で潔癖敦日本人には嫌仕れる'の東

映鮎である｡併し､-と晩申眠れぬ事のつらさを思へば､此れ位ひは我慢出来ると恩ふ｡
～

粉釆釈義剤に裁ても綬曲数乗や､人牌に封する影響等に関しては研究を要する軍が多々あるO

発づ撃虚数巣か ら見ると.今日では､南京轟 ･ダニ･蚤等紅潮しては除盛菊剤よりデリス剤の

方が致凝確資と云ふのが定評であ妄O僻に商業蕗妊普通の除鹿菊粉では死な無vlo

叉､同じ原料から作つ鯛 融 鶴 其の微細慶と云ふ動 機 盈粉諾数果欄 係ある大き鯛

件であるO即ち出来る丈け微細私 軽雛 粉云ひ襖へれば､岡重畳の粉末準らば容横の大き漁

協の程教典が大きいと云ふ寮に政義o週由は簡単であるO-つに娃微細怒れば放る碑盛雄に附
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着し易いと云ふ事と.二つには撒布カが大きい､即ち同じ重畳の粉でも容積が高tLlと庶 く撒布

する革が出来ると云ふ事である｡此の二つの事は綬轟粉を有数ならしむる上に極めて重要な軍

であるO従って深慮粉の如きものの値段は､教典と云ふ鮎では窒息よりも容畳に依って定めら

れるべきものである｡

･̂ 鰐虹封する影響は殺曲粉の有数成分､其の物の本質にも輝因するが､その外に,其の粉末

が水溶性の成分を津山に含有するや否かと云ふ事の関係が相常重大であるO喉や鼻に吸入され

ても轟然水に溶けない物質怒らば､殆んど粘膜など刺戟する事なく､感じても一時的に過ぎな

いが､水砕性の物質だと､左程等物で無くて亀､粘膜を刺戟して炎症を起した りする｡皮膚に
r

封しても全 く同株で､水静性のものは汗や､皮膚の鳩範に溶けて毛孔から入 り込んでカプレや,･

皮膚炎を起す｡其の外に､水酵性物質の多い粉末は,強気に関れると粘着性を増し､粉白身が
?

塊 り易い上に､塵とか､嬢鼻.衣服に着くと離れ難vl｡植物の審畠駆除剤の様なものは成るべ

く額藩して離れないPを資ぶが,家庭用の場合は用事が済んだならば､簡単叫帯除出来なくて

は不便である｡此の断から見ても水酵性物質の多いのは不適常であるO

以上の様な幣義邦科単の理論に基いて我々の研究藷で数年前から研究釈放の結果 "此れ怒ら

ば"と百億をもって今年から市場に遮ったのが Lt歳研 ･南京曲防除剤 H であるo此の物が我

々の平素の念頗 "防虫報固 " の一報として以上の様な意味で､囲衆 ･人類の御役に立てば串

である｡

覇駆除剤の特徴を摘記して見れば次の棟である.

1､饗曲カは従来の何れの市販品と此故しても摩って居る0

2.微細度及び容硬が従来の何れの市販品よわも高いO

3､･水溶性物質を殆んど含有して居ない｡従って入髄に牲轟然影噂がなく､物に着いても取

れ易Lrlo

此等の三項目帆 過去二年間色々の方港で研究もし.執政もした結果の親許であって､僻忙

殺轟カ(南京鼻忙封する)の試験には骨を折った｡茸敬重的方漁としては､次の霧虞附圏に揚げ

た棟な就駄箱を利用したが.結果は必ずしも正確で恕vlo併し､大牌の傾向を知る番が出来た｡

で､賓に甫京島の多誹立場紅旗顕して何度 も種々の釈放を尿覆して,漸 く､教養を明かに

尋舞次第である｡

恐 らく蘭乗の南京轟駐除剤は､しその種々の駅鮎を補ふ薦めに,常研究所e?頻の澄明藤の様な



51

ものに改良されて行 く事であらうが.それにしても "急がば過れ "で小さな仕事で も科動的

に,基礎理論に碓って､-歩一歩進む方が,締局近道である事が此の場合にも葦明されたのは

愉快である｡

此の研究は化畢的と生物輿的との両方面の研究の綜倉持典で､常研究室の人々のみならず,

晋地数力拭晩には某工場の人々の協1]援助に依ったもので､此の機静に此等閑係諸氏に深 く感

謝の意を表する次第であるO
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